
週間国際経済 2020（29）№239  10/04～10/10    金俊行（きむじゅねん） 

 

10/04・ファーウェイ取引再開申請 ソニーとオクシア、米商務省に 不許可なら業績悪化 

  ・先進国に移民減の危機 早まる人口減 成長の制約要因に 

    先進国の経済成長を移民が支えてきた 移民の多い国は 1 人あたり GDP が高い 

     移民がゼロなら先進国の人口は今がピーク 

 

10/05・NY市、再び経済活動制限 学校閉鎖や営業停止 感染増で 7日にも 

 

10/06・パリ、全てのバー閉鎖へ 米英の全映画館閉鎖へ、最大で 4.5万人が失業 

  ・トヨタ・日産、英に補償要求 関税分、EU交渉決裂なら  ＜1＞ 

  ・EV・PHV欧州急伸 主要市場でシェア拡大 9月新車販売、独英仏 1割強 

  ・米最高裁判事指名、深まる溝 共和、承認急ぐ 民主、延期要求 

 

10/07・トランプ氏、米経済対策協議を停止「大統領選後まで」（6日表明） ＜2＞ 

     市場動揺 発言二転三転 大統領選へ駆け引き激化 

      FRB 議長、再び財政出動要求「長期停滞、悲劇招く」 

  ・トランプ氏、退院強行（5日） 選挙活動優先 医師団、容体なお注視 

  ・米国債金利、上昇強まる 「バイデン氏勝利」観測で 

  ・英首相、支持率が急落 野党党首下回る EUと交渉難航で 

  ・メルセデスベンツ（ダイムラー）25年までにコスト 2割減、EV集中 

  ・「巨大 IT規制強化を」米下院報告書（6日） 独占抑制へ分割提言  ＜3＞ 

 

10/08・巨大 ITに包囲網 変わる「独占」の形 寛容な競争政策、転換期に ＜4＞ 

  ・経常黒字 8月 1.5％減 輸出 15％減、輸入 22％減 旅行収支黒字 87％減 

  ・トランプ氏、執務室に復帰 

 

10/10・デジタル通貨来年度実施 日銀、中国先行を警戒 世界で発行準備加速 ＜5＞ 

    日米欧中銀、共通 3 原則 発行時の混乱防ぐ ＜6＞ 

  ・中国、禁輸リストで米対抗 特定企業を標的に 報復の応酬懸念 日本勢に影響も 

  ・EU貿易交渉 環境も条件 欧州企業の競争不利防ぐ 対南米 FTA合意暗雲 

  ・学術会議あり方を検証 行革の対象に 首相「良い方向に」 

  ・給与総額 5ヶ月連続減 8月、残業代など 14％減少 

  ・消費支出 6.9％減 8月、帰省・旅行の自粛響く 

 

 



 


